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2005 年度第四回理事会議事録 
 
開催日 2005 年（平成 17 年）11 月 24 日（木） 
時間  午後 4時〜6時 
場所  OTC 会議室 
出席者 （敬称略）小碇暉雄、木ノ下勝郎、澤田 要、高橋正視、新部裕、 
     能登末之、山田博英、三田 守久、鈴木重徳（事務局員）、 
     満田 正（協会会員） 
委任状 （敬称略）足立國功、榎本博之、中村一孝、樋口貴章 
欠席  （敬称略）大塚裕章、杉田義明、林 香 
 
議事 
 
１ 新春セミナー開催の準備状況（能登、鈴木両氏より報告） 
  準備担当：能登理事、鈴木事務局員 
  開催日時：2006 年（平成 18 年）1月 30 日（月） 1300〜1800 
       セミナー終了後、懇親会開催。 
  開催場所：未定、100 名程度を目処に選ぶ。 
       （理事会後、中野サンプラザを確保との情報あり） 
  開催要領：他団体との共催セミナーを念頭に準備を進める。 
       打診中の団体 
        FSIJ、日本 PostgreSQL ユーザ会、北海道*BSD ユーザーズ 
        グループ、NPOOSPI、OpenOffice に本ユーザ会 
  開催趣旨：全国、いろいろな活動、いろいろな地域、いろいろな目的の 
       団体から発信してもらう。 
  その他 ：セミナーは４〜５テーマ、OSSAJ で講師を出すことも考慮。 
       SEA には案内の依頼をする、参加費は未定。 
 
２ ミニセミナーの件（能登理事より報告） 
  開催日 ：マスタースケジュール上は 1月だが、新春セミナーと重なるの 
       で 2 月開催を予定する。 
  テーマ ：ビジネスモデルをテーマにすることを考慮中。 
  講師候補：林理事（ほむぺ）、DigiCube（OSS へのベンチャーキャピタリ 
       スとト）、小碇理事など 
 
３ OpenOffice 利用推進活動の展開 
  推進機構：「OpenOffice 応援隊」と称して推進チームを立ち上げる。 



  担当  ：山田理事を中心に、林理事、佐野事務局員に加わってもらう。 
       可知氏（OpenOffice org マーケティング担当）に協力依頼す 
       る。 
  目的（山田理事より）： 

＞「動く」という実感が持てれば、 
＞多くのひとが使い始めるであろう 
＞そのためには使っているひとびとの連携が必要である。 

       ＞OSSAJ における標準ツールとする。 
＞たとえば沖縄添市、山形米沢県立工業高校などとの連携。 

       ＞熊本でも実践を試みる。 
       ＞基本的に「草の根」活動でいきたい。 
       ＞可知氏とはできるだけ早く会い協力を要請したい。 
 
４ 自治体向け OSS 利用促進活動の件（澤田理事より報告） 
  活動の推進の目的： 
       ＞ざっくり言えば； 
        財務、人事、庶務事務などの内部事務系はオープン化が進ん 
        でいる。 
        税、サービスなどの住民基幹系は相変わらずレガシーである。 
       ＞OSS も選択肢のひとつであることをアピールする。 
       ＞OSSAJ のアイデンティティづくりに役立てたい。 
   今後の活動予定： 
       まず、LASDAC（地方自治情報センター）の調査に参加した佃 
       均氏との会合を持つことから始める。セッティングは三田がお 
       こなう。 
       小碇理事、三田がサポートをする。 
       会合に引き続く活動には会員からの参加者を募る。 
   出席者のコメント： 
   満田氏（MSCO） 
       「MSCO では、基幹系 100〜150 業務のうち、50〜60 システ 
       ムをまとめた。それが OSS かどうかはわからない。実績とし 
       ては、GIS 系で 5 件程度、宇治市をはじめとするセキュリティ、 
       ERP などがある。ほかに提供中のものに『Ultra-Panther（帳 
              表作成）』、『条例くん』などがある。」 
   木ノ下理事（（株）RFP ライブスペック研究所） 
       「現在は調達側のしごとをしている。具体的には、高知県、八 
       戸市、千代田区役所などが多少ともその作業を自らおこなって 
       いる。LASDEC で RFP をテーマにしたセミナーを開催すると 
       一回 50 名の定員がすぐに満杯になる。自治体とベンダーの認 
       識にはかなりの落差がある。基本的には自治体側は、ベンダー 



       の言いなりから脱却したいと考えている。OSS には期待してい 
       る雰囲気はある。八戸市は 3年で脱レガシーを、高知県は Web 
       化のための SI コンサルを、千代田区では決裁方式の革新を、 
       それぞれ意図して進めている。自治体の相互利用システムを実 
       現すべく、500 百万円程度のファンドが作れるといいと思う。」 
 
５ ビジネスモデルの件（小碇理事よりの報告） 
  現在、4分科会の発足に向けて準備中である。 
 
６ その他 
 
（１）熊本ソフトウェア（株）主催セミナーへの協力の報告 

講師派遣（湯澤一比古氏（会員）、林香氏（理事）、鈴木重徳氏（事務 
         局員）） 
    講師謝礼などは、協会をスルーして本人たちに支払う。 
 
（２）OSSAJ のウェブサイトから情報発信をおこなう件 

「ニューズレター」の発行を検討する。 
     一案として、理事（あるいは会員）のみなさんがたに交代で話題提 
     供をしてもらう。 

会員の個人ブログにリンクを張る。ホームページに「会員コーナー」 
    のようなものを設けてそこからリンクする、というように考えたい。 
 
７ 次回（第五回）理事会 
  2006 年（平成 18 年）1月 26 日（木）午後 4時〜、OTC 会議室において 
  開催。 
 

以上 


